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a）飛出し防止装置を設けないケースでは複合より線アンカーと鋼棒アンカーの頭部が 2.0ｍ程度の飛距離

であり，より線アンカー頭部は約 0.2ｍの飛距離を計測した．また，飛出し防止装置を設置した複合より

線アンカー頭部は飛出さなかった． 

 b）切断時間は約 1 分～

約 3 分であった．しかし，

より線アンカーの場合

（ケース 2-①），最後の

くさび部切断に時間を

要したため，アンカーヘ

ッド側部からの切断に

変更した．         

c）アンカー頭部切断時の

挙動は写真-4 に示すよ

うに切口上方側に曲がり，その後飛び出した．また，アンカー頭部は図-5のような軌跡であった． 

４．考察 

 今回の実験を通して以下の考察を行った． 

a）アンカー頭部の切断方法としてグラインダーやドリルを用いた方法もあるが，コスト及び効率の面からガ

ス切断は有効な手段と考えられた．また，飛出し防止装置を併用することで，アンカー頭部は飛出すこと

がなく，安全に作業が行えた． 

b）より線アンカーはくさび部を切断する場合，時間を要したため，アンカーヘッド側面から切断する方が効

率良い結果となった． 

c）ガス切断はアンカー頭部に残存するひずみを緩和し，アンカー頭部の飛出す量が低減していると考えられ

る． 

d）鋼材の破断時断面積は鋼棒アンカー及び複合より線アンカーにおいて，32％～38％に低減したとき，アン

カー頭部が飛出した．これにより，アンカー頭部が飛出す時の目安になると考えられる． 

e）「ガス切断」は火器を使用するため，のり面での作業には消火や防火対策が必要であり，今後具体的な対

策を整理する必要がある． 

５．おわりに 

今回実施した旧タイプアンカーの除荷実験は時間的制約など，限られたケース数による実験となった．ま

た，事例が少ない中，経験者の意見を参考に実験方法や実験装置を準備し実施した．しかし，本実験により

アンカー頭部のガス切断は他の方法と比較して効率がよく，安価であることなど旧タイプアンカー除荷対策

として採用可能との結果が得られたと考えている．今後は多数存在する旧タイプアンカー対策のため，現地

において様々な状況に対応できるように，適切な安全対策及び作業効率化，コスト削減などの検証を行いた

いと考えている．                                    以上           
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ケース 材料 定着分類 
飛出し防
止有・無 

初期導入
荷重(kN)

破断時荷重 
(kN) 

破断時
断面積
(%) 

切断時間 
プレー
ト飛距
離(m) 

アンカー
頭部飛距
離(m) 

備 考 

1-① F70UA 
複合より線（六角

ナット）/SEEE 
なし 

542.2 
（547） 

484 34 約 3′00″ 0 1.83 
頭部は回転し

て落下 

1-② F70UA 
複合より線（六角

ナット）/SEEE 
あり 

539.4 
（547） 

470 32 約 2′20″ 0 － 
頭部は落下な

し 

2-① SFL-3 より線/くさび式 なし 
578.6 
（599） 

1 本目:553→389 

2 本目:377→217 

3 本目:211→23 

計測困
難 

約 1′10″ 
約 2′00″ 
約 3′40″ 

－ 

落下なし 
0.2 

 頭部はほぼ

落下 

3-① 
呼び名 
26mm 

鋼棒アンカー（六

角ナット） 
なし 

443.8 
（445） 

310 37 約 1′00″ 0.6 2.0 
頭部は回転し

て落下 

3-② 
呼び名 
26mm 

鋼棒アンカー（六

角ナット） 
なし 

444.6 
（445） 

220 38 約 1′20″ 0 1.35 
プレートは

落下なし 

 

 

 

 

 

 

表-1 実験結果一覧表 

注 1：より線アンカー2-①は 3つ目のくさび切断に時間がかかり，切断困難と判断し，アンカーヘッドごと切断した時間を示した． 
注 2：初期導入荷重の（ ）内数値は降伏点の 90％の数値とした． 
注 3：3-①と 3-②はガス切断器を 2種類で実施した．そのため，①に直頭式ガス切断器を使用し，②に L型ガス切断器で行った．結果の違

いはほとんど認められなかった． 

 

約 2.0ｍ 

写真-4 ナット式複合より線アンカー頭部の切断から飛出すまでの連続写真 図-5 アンカー頭部の飛出した軌跡 
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